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原
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事
故
の
際
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避
難
計
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関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
発
電
所
事
故
の
際
の
避
難
計
画
に
関
し
て
、
政
府
の
見
解
を
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

原
子
力
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
基
本
方
針
と
し
て
「
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま

え
」
と
あ
る
が
、
こ
の
安
全
の
確
保
に
は
、
国
際
基
準
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
、
万
が
一
の
事
故
の
際
の
避
難
計
画
は
含

ま
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

炉
等
規
制
法
第
一
条
に
は
「
原
子
力
基
本
法
の
精
神
に
の
つ
と
り
」
と
あ
る
が
、
炉
等
規
制
法
に
お
い
て
も
、
原
子
力
基

本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
理
解
で
良
い
か
。

三

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
安
全
基
準
は
、
加
盟
国
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
原
子
力
の
安
全
に
か

か
わ
る
国
際
的
な
機
関
と
し
て
の
目
的
・
性
質
、
加
盟
国
数
、
さ
ら
に
は
日
本
も
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
理
事
国
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
る
と
、
日
本
政
府
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
が
「
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
の
理
解

で
良
い
か
。

四

三
で
指
摘
し
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
以
外
に
、
日
本
政
府
が
「
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

も
の
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

一



五

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基
準
に
は
、
次
の
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
理
解
で
良
い
か
。

あ
）

緊
急
事
態
の
実
施
に
至
り
得
る
よ
う
な
事
態
を
含
む
事
故
状
態
に
伴
う
住
民
へ
の
放
射
能
リ
ス
ク
が
、
容
認
可
能
な

ほ
ど
に
低
い
。

い
）

右
の
要
件
を
満
足
す
る
た
め
に
適
切
な
対
策
が
施
せ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
立
地
地
点
は
提
案
さ
れ
た

原
子
炉
施
設
の
設
置
に
適
し
て
い
な
い
。

う
）

プ
ラ
ン
ト
運
転
開
始
に
先
立
つ
外
部
領
域
に
対
す
る
緊
急
時
計
画
の
設
定
に
お
い
て
、
克
服
で
き
な
い
障
害
が
存
在

し
な
い
こ
と
を
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
が
始
ま
る
前
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六

日
本
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
際
の
避
難
計
画
に
関
し
、
そ
の
計
画
を
い
つ
策
定
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
時
期
は
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

六
に
関
連
し
て
、
策
定
す
べ
き
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
原
発
事
故
時
の
日
本
の
避
難
に
関
す
る
現
状

は
、
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


